
有機農業等の普及

モデル支援型02

都市農業地域共生推進等支援事業

◆取組内容・効果
・座間市内の600世帯へ生ごみを手軽に堆肥化する
「LFCコンポスト」を無償貸与し、各家庭から排
出される焼却ごみを削減。

・各家庭からごみ集積所へ出していただく「出来
上がり堆肥」を、座間市の資源回収車で効率的に
回収する。

・ 回収した堆肥を、第三者機関で品質調査したう
えで、市内の農家で農作物の栽培に利用し、でき
た農作物を市民に販売する。

・焼却ごみの削減と、都市農業の振興による循環
モデルを形成する。

・2024年３月末までに計600世帯から出る約20ト
ンの生ごみを削減し、約２トンのコンポストとし
て再生する計画。

座間市は神奈川県のほぼ中央に位置し、市
域は17. 57k㎡人口約13万人の市である。
市街化調整区域のほぼすべてが農業振興地
域であり、農地面積は田が88ha、畑が
126haの計214 haである。

＜現状＞
小田急電鉄と座間市では、令和元年からご
み収集運搬の最適化システム「WOOMS」
の実証実験を開始。収集運搬の効率化に
よってうまれた余力により剪定枝のリサイ
クルに取り組み、年間約1,400トン
（2021年度）の廃棄物の削減に繋がった。
＜課題＞

ゴミの削減・資源循環に対する住民理解の
増進と有機農業の推進

参加者の中間交流会の様子

事業の背景 取組概要

小田急電鉄 株式会社
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神奈川県 座間市
フードサイクルプロジェクトのスキーム LFCコンポストバッグ

各世帯から集めた堆肥の管理の様子 協力農家の圃場にて施肥する様子

座間市で地域循環モデルを目指す！




